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学校番号 3005 

 

令和２年度 工業科（工学系） 

 

教科 工業 科目 工業数理基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 工業数理基礎 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

工業数理基礎は、工業の各分野における事象の数理処理に関する知識と技術を習得し、実際に活

用する能力と態度を身に付けることを目標としています。数学、物理及び化学などの科目で学ん

だ理論を、工業の基礎的事象を数理処理する道具として活用していくことが必要となりますの

で、これらの科目もしっかり学ぶことで学習効果を高めることができます。 

２ 学習の到達目標 

工業の各分野における事象の数理処理に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社

会における工業の意義や役割を理解させるとともに、環境及びエネルギーに配慮しつつ、工業技

術の諸問題を主体的、合理的に、かつ倫理観をもって解決し、工業と社会の発展を図る創造的な

能力と実践的な態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

工業の各分野にお

ける事象の数理処

理に関する課題に

ついて関心をもち、

その改善・向上をめ

ざして主体的に取

り組もうとすると

ともに、実践的な態

度を身に付けてい

る。 

工業の各分野におけ

る事象の数理処理に

関する諸課題の解決

をめざして思考を深

め、基礎的・基本的な

知識と技術を基に、技

術者として適切に判

断し、表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

工業の各分野にお

ける事象の数理処

理 に 関 す る 基 礎

的・基本的な技術を

身に付け、環境に配

慮し、その技術を適

切に活用している。 

工業の各分野におけ

る事象の数理処理に

関する基礎的・基本

的な知識を身に付

け、現代社会におけ

る工業の意義や役割

を理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

定期考査 

提出物 

発表 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

定期考査 

提出物 

発表 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

定期考査 

提出物 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

定期考査 

提出物 

発表 

自己評価・相互評価 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単元名 学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 

期 

乗り物の

数理 

 

①速さと

速度 

・速さと速度の図示 ○   ○ a:速さや力と仕事、エネルギーや国際

単位系など、工業の各分野における

事象の数理処理に関心をもち、意欲

的に取り組もうとしている。 

b:速さや力と仕事、エネルギーや国際

単位系など、工業の各分野における

事象の数理処理について思考を深

め、自分の考え方を的確に表現でき

る。 

c: 速さや力と仕事、エネルギーや国

際単位系など、工業の各分野におけ

る事象の数理処理について、基本的

な考え方や論理的に探求し計算す

る方法を身に付けている。 

d: 速さや力と仕事、エネルギーや国

際単位系など、工業の各分野におけ

る事象の数理処理について、基礎

的・基本的な知識を身に付け、現代

社会における工業の意義や役割を

理解している。 

学習状況の

観察 

定期考査 

提出物 

発表 

自己評価・

相 互 評 価 

等 

・ベクトル  ○ ○  

・登山電車の速度    ○ 

・坂道を上る自転車    ○ 

② 電 車

の走行と

円運動 

・直線運動 ○  ○ ○ 

・円運動  ○  ○ 

③ 動 力

の伝達 

・力とトルク  ○  ○ 

・力の伝達   ○ ○ 

・自転車を走らせる力 ○   ○ 

 問題・まとめ   ○ ○ 

後 

期 

流 れ の

数理 

① 流 れ

の基礎 

・流れを生じる原因 ○ ○  ○ 

・流れの分岐と合流   ○ ○ 

②流体

の流れ 

・流体の圧力 ○ ○  ○ 

・流れとエネルギー ○ ○  ○ 

③電気

の流れ 

・電気回路 ○   ○ 

・抵抗の直列接続   ○ ○ 

・抵抗の並列接続   ○ ○ 

・ブリッジ回路   ○ ○ 

・キルヒホッフの法則  ○ ○ ○ 

④ 熱 の

流れ 

・熱の流れと仕事   ○ ○ 

・熱の流れと熱伝導  ○  ○ 

 問題・まとめ   ○ ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。◎は、その中でも特に重点的に評価を行う観点である。 


